
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成27年２月12日

【四半期会計期間】 第99期第３四半期(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

【会社名】 北越メタル株式会社

【英訳名】 HOKUETSU METAL Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　住　田　　規　

【本店の所在の場所】 新潟県長岡市蔵王三丁目３番１号

【電話番号】 0258-24-5111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員総務本部長　　成　田　智　志

【最寄りの連絡場所】 新潟県長岡市蔵王三丁目３番１号

【電話番号】 0258-24-5111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員総務本部長　　成　田　智　志

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

北越メタル株式会社(E01260)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第98期

第３四半期
連結累計期間

第99期
第３四半期
連結累計期間

第98期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 15,436,468 16,341,087 20,951,501

経常利益又は経常損失(△) (千円) △270,967 458,603 △273,770

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失(△)

(千円) △241,499 272,905 △240,911

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △167,460 388,894 △195,588

純資産額 (千円) 13,898,858 14,179,003 13,849,910

総資産額 (千円) 24,006,803 24,548,081 22,963,444

１株当たり四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(円) △12.43 14.23 △12.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.35 57.20 59.72
 

 

回次
第98期

第３四半期
連結会計期間

第99期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益又は四
半期純損失(△)

(円) △6.22 8.11
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在せず、また第98期第３四半期連結累計期

間および第98期については１株当たり四半期(当期)純損失を計上しているため、記載していない。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はない。

　なお、重要事象等は存在していない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項なし。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府および日本銀行による経済政策や金融政策により、輸

出企業を中心に企業収益は改善傾向にあるものの、急激な円安による原材料価格の上昇が懸念されるなど、先行

き不透明な状況で推移した。

このような経済環境の中で、当社グループの関連業界においては、建設業界の人手不足等による工事遅延や着

工遅れから鋼材需要は伸び悩んだが、製品販売価格の改善や主原料である鉄スクラップ価格が安価に推移したこ

となどから、収益は大幅に改善された。

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、製品販売価格の改善や土木・加工製品等の販売増な

どにより、16,341百万円(前年同四半期比5.9％増)となった。

収益面では、電力などのエネルギーコストの上昇はあったものの、製品販売価格が改善されたことが大きく影

響し、経常利益は458百万円(前年同四半期270百万円の経常損失)、四半期純利益は272百万円(前年同四半期241

百万円の四半期純損失)となった。

 

(2) 財政状態の分析

① 資産

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,584百万円増加して、24,548百

万円となった。

これは主に、電子記録債権の増加(前連結会計年度末比877百万円の増加)及び受取手形及び売掛金の増加（前

連結会計年度末比693百万円の増加）により、流動資産が前連結会計年度末に比べ1,669百万円増加して、

15,513百万円になったことによるものである。
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② 負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,255百万円増加して、10,369百

万円となった。

これは主に、支払手形及び買掛金の増加（前連結会計年度末比778百万円の増加）により、流動負債が前連結

会計年度末に比べ861百万円増加して8,675百万円になったことや、長期借入金の増加（前連結会計年度末比401

百万円の増加）により、固定負債が前連結会計年度末に比べ394百万円増加して、1,693百万円になったことに

よるものである。

③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ329百万円増加して、14,179百

万円となった。

これは主に、四半期純利益272百万円を計上したことによるものである。

また、自己資本比率については、前連結会計年度末の59.7％から2.5ポイント減少して、当第３四半期連結会

計期間末には57.2％となった。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はない。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の試験研究費の総額は、２百万円である。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 55,950,000

計 55,950,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,970,000 19,970,000
東京証券取引所 
(市場第二部)

単元株式数は1,000株である。

計 19,970,000 19,970,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ─ 19,970,000 ― 1,969,269 ─ 1,399,606
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。

　なお、細羽強氏から平成26年10月21日付で中国財務局長に提出された大量保有報告書により、平成26年10月20日

現在で以下の株式を保有している旨の報告を受けているが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として

実質所有株式数の確認ができない。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(株)
株券等保有割合

(％)

細羽　強 広島県福山市 1,000,000 5.01
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしている。

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 798,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,091,000
 

19,091 ―

単元未満株式 普通株式 81,000
 

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 19,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,091 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式255株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
北越メタル株式会社

新潟県長岡市蔵王
三丁目３番１号

798,000 ― 798,000 4.00

計 ― 798,000 ― 798,000 4.00
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、高志監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,371,556 3,364,895

  受取手形及び売掛金 4,500,552 ※1  5,193,828

  電子記録債権 1,996,232 ※1  2,873,434

  商品及び製品 2,365,009 2,508,460

  仕掛品 67,336 57,464

  原材料及び貯蔵品 1,258,716 1,284,977

  繰延税金資産 194,758 215,995

  その他 110,483 40,837

  貸倒引当金 △21,222 △26,536

  流動資産合計 13,843,422 15,513,357

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 8,314,067 8,349,851

    減価償却累計額 △5,449,665 △5,590,962

    建物及び構築物（純額） 2,864,402 2,758,889

   機械装置及び運搬具 19,702,922 19,780,316

    減価償却累計額 △16,832,810 △17,052,489

    機械装置及び運搬具（純額） 2,870,112 2,727,827

   工具、器具及び備品 1,859,606 1,872,119

    減価償却累計額 △1,581,455 △1,594,706

    工具、器具及び備品（純額） 278,151 277,413

   土地 1,769,141 1,815,262

   リース資産 116,333 120,863

    減価償却累計額 △50,665 △65,578

    リース資産（純額） 65,667 55,284

   有形固定資産合計 7,847,475 7,634,677

  無形固定資産   

   ソフトウエア 11,696 15,767

   その他 4,998 4,925

   無形固定資産合計 16,694 20,693

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,008,059 1,148,815

   繰延税金資産 178,171 136,663

   その他 86,303 110,855

   貸倒引当金 △16,681 △16,981

   投資その他の資産合計 1,255,851 1,379,352

  固定資産合計 9,120,021 9,034,724

 資産合計 22,963,444 24,548,081
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,927,980 ※1  6,706,592

  短期借入金 939,764 1,105,102

  未払法人税等 31,890 167,483

  その他 914,333 ※1  696,256

  流動負債合計 7,813,967 8,675,434

 固定負債   

  社債 150,000 150,000

  長期借入金 350,970 752,872

  執行役員退職慰労引当金 － 5,501

  環境対策引当金 － 4,125

  退職給付に係る負債 679,966 668,137

  資産除去債務 6,541 6,596

  その他 112,087 106,410

  固定負債合計 1,299,565 1,693,643

 負債合計 9,113,533 10,369,077

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,969,269 1,969,269

  資本剰余金 1,399,606 1,399,606

  利益剰余金 10,269,855 10,485,244

  自己株式 △138,691 △139,013

  株主資本合計 13,500,040 13,715,107

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 234,346 331,691

  退職給付に係る調整累計額 △20,819 △5,204

  その他の包括利益累計額合計 213,527 326,487

 少数株主持分 136,342 137,408

 純資産合計 13,849,910 14,179,003

負債純資産合計 22,963,444 24,548,081
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 15,436,468 16,341,087

売上原価 13,905,307 14,024,253

売上総利益 1,531,161 2,316,834

販売費及び一般管理費 1,831,653 1,877,272

営業利益又は営業損失（△） △300,492 439,561

営業外収益   

 受取利息 382 107

 受取配当金 27,067 25,555

 その他 20,260 11,810

 営業外収益合計 47,710 37,474

営業外費用   

 支払利息 14,825 15,551

 手形売却損 944 1,155

 その他 2,416 1,725

 営業外費用合計 18,186 18,432

経常利益又は経常損失（△） △270,967 458,603

特別利益   

 固定資産売却益 3,753 1,511

 受取保険金 7,576 2,669

 特別利益合計 11,329 4,181

特別損失   

 固定資産売却損 541 3,895

 減損損失 13,490 10,778

 固定資産除却損 22,976 5,639

 環境対策引当金繰入額 － 14,576

 その他 2,163 －

 特別損失合計 39,172 34,890

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△298,810 427,893

法人税等 △61,194 152,203

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△237,615 275,690

少数株主利益 3,884 2,784

四半期純利益又は四半期純損失（△） △241,499 272,905
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△237,615 275,690

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 70,155 97,589

 退職給付に係る調整額 － 15,614

 その他の包括利益合計 70,155 113,204

四半期包括利益 △167,460 388,894

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △171,344 385,866

 少数株主に係る四半期包括利益 3,884 3,028
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項なし。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項なし。

 

(会計方針の変更等)

該当事項なし。　

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項なし。　

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

（執行役員退職慰労引当金）

第１四半期連結会計期間より執行役員制度を導入したことに伴い、執行役員に対する退職慰労金の支給に備え

るため、内規に基づく要支給額を執行役員退職慰労引当金に計上している。

（環境対策引当金）

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」によるＰＣＢ廃棄物の処分にかかる支

出等について、今後必要と見込まれる金額の合理的な見積り精度が向上し、金額的重要性が増したことから、第

１四半期連結会計期間より当該処理費用の見積額を環境対策引当金としている。これに伴う当第３四半期連結会

計期間末の環境対策引当金は4,125千円であり、14,576千円を環境対策引当金繰入額として特別損失に計上して

いる。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してい

る。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形等を満期日に決済が行われたものとして処理している。

 

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成26年12月31日）

受取手形  ― 646,692千円

電子記録債権  ― 16,702 〃

支払手形  ― 263,518 〃

設備購入支払手形
（流動負債「その他」）

 ― 24,351 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりである。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 565,254千円 586,386千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月20日
定時株主総会

普通株式 48,725 2.50 平成25年３月31日 平成25年６月21日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項なし。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日
取締役会

普通株式 28,759 1.50 平成26年３月31日 平成26年６月５日 利益剰余金

平成26年11月４日
取締役会

普通株式 28,757 1.50 平成26年９月30日 平成26年12月４日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項なし。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

　　当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失(△) △12円43銭 14円23銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △241,499 272,905

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)
(千円)

△241,499 272,905

普通株式の期中平均株式数(株) 19,426,231 19,171,823
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在せず、また前第３四半期連結累計期

間については１株当たり四半期純損失を計上しているため、記載していない。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。
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２ 【その他】

第99期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月４日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議した。

①　配当金の総額                                28,757千円

②　１株当たりの金額      　                     １円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成26年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月２日

北越メタル株式会社

取締役会  御中

 

高志監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   阿　　部　　和　　人 　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   渡　　邉　　芳　　明 　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北越メタル株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越メタル株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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